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法にも歴史があるの？

　現在の私たちが使っている「法」は、150年ほど前にヨーロッパ
から導入したものが基本になっています。ですから、それ以前の「法」
は、今と少し考え方が違いました。どのように異なっていて、そし
てどう似た部分があるのか、考えていきます。

消費税法の仕組み～輸出入と電子商取引～

　「消費税」とはどのような租税かを説明し、インボイス方式の仕
組みと消費税の問題点を考えます。

タックス・ヘイブンとは何か？

　世界には税金のない国、税率を極端に低くして外国の企業を誘致
しようという国があります。なぜそのようなことがおこるのか、各国
政府はそれにどう対抗するのかを学びます。

地方税と地方自治 
−「ふるさと納税」と宿泊税・犬税導入を考える

　地方税について学び、地方公共団体と国との間の関係を税財政
の観点から考えます。「宿泊税」や「犬税」など、独自の地方税導
入の検討並びに「ふるさと納税」について考えます。

相続税とはどんな税金か

　「相続」とはどのような制度か、相続税とはどのような税金か、な
ぜ課税されるのかを学びます。

犯罪と法について考えてみよう！

　１年間に起こっている犯罪数、刑務所に収容される人員、検挙率
などについて、統計・資料を用いて説明し、最後に、犯罪と刑罰に
関する法律である「刑法」上の諸問題について、皆さんに「考えて」
もらい、法学部での学びを体験してもらいます。

妻が夫をちゃんと監督していなかったから事故は起こったのだ！（?）

　認知症の男性が線路に立ち入り列車と衝突して死亡しました。当
時、家族がちょっと目を離した隙に男性が一人で外出し、事故が起
こったのでした。鉄道会社は振替輸送を行い、720万円の費用がか
かりました。この720万円の損害は誰が負担すべきでしょうか？

とっても身近な知的財産権 
−携帯電話、アニメ、音楽から−

　携帯電話、パソコン、アニメ、音楽、小説、ゲームソフトから医薬品、
自動車部品に至るまで、実のところ、私たちの日常生活は、知的財
産権の保護なくしては成り立ちません。身近な題材を事例にとって、
なぜ知的財産権の保護が重要なのかについて一緒に考えてみましょ
う。

アメリカの多文化社会

　グローバル化が進んでいる現在、国境を越えてさまざまな理由で
人が移動しています。そうした移動する人々によって2世紀以上前
に国が作られたアメリカで、今どのように人々の間の「違い」が受
け入れられているのかについて考えてみましょう。

MDGsからSDGsへ 

　SDGsのロゴをよく目にしますが、実はSDGsの前にもう一つの開
発目標が設定されていました。それは途上国の課題に焦点を絞った
MDGsというものです。この二つの開発目標の関係を通して、国際
社会の課題について一緒に考えてみましょう。

明治の選挙  日本史

　明治期の日本の人々が初めて、欧米由来の選挙という制度にどの
ように向き合ったのか検討することを通じて、これから新たに選挙
権を得る高校生の皆さんに、どのように選挙に参加すればよいのか
考えてもらう材料を提供します。

ヨーロッパ統合史−多面的視点を養おう

　ヨーロッパ統合はなぜ第二次世界大戦後に始まったのでしょう
か。また、その後のEC/EUの発展をどのように理解すればよいので
しょうか。本講義ではヨーロッパ統合の歴史を多面的な視点から分
析します。また、高校と大学の授業の違いについても説明します。

グローバル化の光と影−国際政治経済学入門

　世の中には、分かったようで分からない言葉が多くあります。「グ
ローバル化」がその一つです。グローバル化とは何で、なぜ進んで
いるのか。日本と世界の政治・経済・社会・環境にどのような良い
影響・悪い影響を与えているのか。一緒に考えてみましょう。

は履修していることが望ましい科目




